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外部評価委員会からの質問事項 

事務事業評価に係る質問 

≪計画事業№118 高齢者支援サービス事業≫ 高齢者支援課（天羽委員） 

① 自己負担＠400円の根拠は何かありますか？ 

【回答内容】 

根拠は別にありません。近隣市町村の自己負担額を参考に決定しています。 

自己負担額の改定は（普通食１食分） 

平成14年4月     250円/食⇒300円/食に改定 

      平成20年6月     300円/食⇒400円/食に改定 

   近隣市の状況（配食サービス事業 Ｈ23年8月現在） 

 自己負担額 事業経費（市負担） Ｈ22年度実績 委託業者等 

札幌市 500円 399円 301,833食 11事業者 

千歳市 480円 310円（配送料込） 24,137食 
(財)千歳福祉サービス公社1

社 

江別市 500円 
150円（運営費として

1,160千円社協へ） 
108,102食 社会福祉協議会1社 

恵庭市 510円 285円（配送料込） 30,647食 シルバー人材センター1社 

北広島市 400円 330円（配送料込） 28,084食 社会福祉協議会他1社 

石狩市 400円 300円（配送料込） 23,559食 社会福祉協議会1社 

 

 

補助金等評価に係る質問 

≪計画事業№804 自治会等交付金≫ 市民課（天羽委員） 

① 連合自治会、各自治会の事業内容の概略（簡単なもので結構です）を教えてください。 

【回答内容】 

各自治会により様々な活動を行っているが、代表的な活動事例としては次のとおりです。 

・地区内の道路側溝の草刈り、清掃      ・市行政文書の回覧 

・町内会だよりの発行               ・地区祭りの開催 

・ごみステーションの維持管理、適正排出に向けた取り組み 

・社会福祉事業への協力参加 

・各種寄付及び募金活動(赤十字、赤い羽根、緑の羽根、歳末助け合い等) 

・会員相互の親睦事業(新年会、花見会、観楓会等) 

・会員レクリエーション事業（パークゴルフ、ボーリング、餅つき等） 

・防犯、防災活動（巡回パトロール、街路灯の維持管理） 

・地区集会所内外の環境美化、花壇整備   ・生活道路の除雪、排雪 

・交通安全指導                   ・資源物の回収 

・バス停留所の周辺の清掃活動        ・高齢者家庭への援護活動、敬老会の実施 

・市への要望活動                 ・総会の開催 
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② 付表の「交付対象経費に係る活動」支出9,852千円の主な内訳を教えてください。 

【回答内容】 

質問項目①で記載した主な事業に伴う経費です。 

ただし、他の補助金対象事業(街路灯、排雪、自主防災、集団資源回収、ごみステーション設置)

慶弔費、寄付金、募金、飲食経費（会議の茶菓子、弁当及び事業実施に必要な経費を除く）は交

付金の対象外となります。 

なお、約１６０団体を数える自治会の対象事業の費目ごとの集計は行っていないとのことです。 

 

 

≪計画事業№040 社会福祉協議会補助金≫ 福祉課（天羽委員） 

① 北広島市社会福祉協議会の具体的な活動内容（概略）について教えて下さい。 

【回答内容】 

① 手話通訳者育成事業 

    手話技術の向上と知識の習得を図るため、初級講座等を実施し、聴覚障がい者 の社会参

加等の推進 

    ○入門講座○初級講i座○手話通訳者養成講座○手話通訳者専門講座 

② ボランティア活動推進事業 

▶ 地域福祉活動を推進するため、関係団体等と連携し、情報の収集・発信に努めるとともに、

ボランティアセンター運営委員会の充実 

▶ ボランティア活動や地域福祉活動などに関する知識の習得等を図り、併せて市民にボラン

ティア活動等への認知度を高めてもらうため、各種研修会を開催 

▶ 団体の育成・支援のため、活動費の一部助成を行うほか、各種研修会への参加 

▶ 児童・生徒については、ボランティアや福祉に関する知識と理解を深めるため、市内の小・

中・高等学校をボランティア活動協力校として指定し、活動費の一部助成を行うとともに学校

が行う福祉学習を支援 

▶ 市民ニーズを的確に把握し、ボランティアをしたい人や必要としている入に迅速かつ適切な

コーディネートに努め、万一の揚合に備えたボランティア活動保険の適切な加入手続 

③ 療育キャンプ事業 

心身に障がいを持つ青少年や家族、ボランティアが海水浴や野外活動など、自然とのふれあ

い体験ができる場として実施 

④ 小地域ネットワーク推進事業 

地区社会福祉委員会への助成金を交付し、「協働して「身近な地域での安全で安心なまちづ

くり」を推進 

⑤ 北海道社会福祉協議会負担金 … 市町村社協会費・負担金 

⑥ パソコン維持管理費 … 会計ソフトのリース・保守 
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② 付表４０の補助・交付金の対象経費43,887千円について主な内訳を教えて下さい。 

【回答内容】 

区   分 
補助事業等に

要する経費 

補助事業等に

関して生ずる寄

付金その他収

入 

差引所要額 補助基本額 備     考 

人件費 39,008,398 39,008,398 39,008,398 
職員５名 

臨職４名 

手話通訳者育

成事業 
306,520 306,520 270,000  

ボランティア活

動推進事業 
2,198,302 31,300 2,167,002 2,089,000 

参加料 

社協の一般財源

療育キャンプ事

業 
736,288 94,000 642,288 642,288 参加料 

小 地 域 ネ ッ ト

ワ ー ク 推 進 事

業 

900,000 900,000 900,000  

北海道社会福

祉協議会負担

金 

673,000 673,000 673,000  

パソコン維持管

理費 
325,332 325,332 304,000  

小計 44,147,840 125,300 44,022,540 43,886,686  

 

 

≪計画事業№284 北広島市体育協会補助金≫ 社会教育課（委員長） 

① 前年度に比べ補助金増額の理由をもっと具体的に教えてください。 

② 委託事業が増えたのだとすれば、その事例を個別に教えてください。 

【回答内容】 

平成22年度市から体育協会へ移管された事業と増加額 

 歩くスキーの集い開催事業  

    花・水・木ウォーク開催事業      130千円 

平成23年度市から体育協会へ移管された事業と増加額 

 移管された事業はありません。なお、今年度から運営費を550千円増額しています。 

【補足説明】 ～ 事業の内訳（指定管理分及び補助金対象分） 

▶ 指定管理事業としての事業は次のとおりです。 

１ 身近に親しむスポーツ事業 

(１) 無料開放日の設定 

  ・市民スポーツデ―              ・土曜日の高齢者及び高校生以下の無料開放 

(２) チャレンジ７００キロマラソン 

(３) ゴロッケーコース解放及び用具の貸し出し 

(４) 歩くスキー用具の貸し出し 

２ スポーツ教室の開催 

 (１) 継承事業（必須事業） 
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  ・キッズ遊び塾                 ・ジュニアスポーツ教室 

  ・シニア健康運動講習会 ― 体軸を整える太極拳講座 

                     シニア向けシェイクアップ 

  ・女性スポーツ教室    ― ポールを使うボディケア 

                     ウエスト引き締めベリーダンス 

                     ピラティス 

(２) 自主事業 

・ソフトバレーボール教室   ・ソフトテニス教室（屋内）     ・親子護身術教室 

・体験アーチェリー教室    ・小学生卓球教室          ・ゴロッケー教室（屋内） 

・ジュニア育成指導事業    ・歩くスキー教室          ・初心者ソフトボール教室 

・ソフトテニス教室（屋外）   ・少年軟式野球教室 

   ３ 花いっぱい交流会 

   ４ 市民健康管理システムの活用 

   ５ 健康運動指導士による健康プログラム等の提供 

   ６ 市民へのＰＲ・広報等 
 

▶ 補助金対象事業としては、次のとおりです。 

１ 体育協会表彰（スポーツ優秀賞・スポーツ功労賞） 

２ 体育協会スポーツ事業          

(１) 2010きたひろ駅伝              (２) スポーツ講演会 

(３) 市民登山会 

(４) スポーツ教室 

 ・親子水泳教室                 ・成人水中運動教室 

 ・スノーボード教室               ・ゲレンデスキー教室 

(５) スポーツ推進事業 

 ・花・水・木ウォーク開催事業         ・歩くスキーの集い開催事業 

(６) 助成金交付事業（加盟２４団体への交付） 

３ 派遣事業 

(１) 元気フェスティバルinきたひろしま    (２) エルフィンロードハーフマラソン 

(３) スポーツワークショップ           (４) 石狩管内スポーツフェスタ 

４ 備品の無料貸し出し 

 

 

③ 体育協会専従職員数は何人か。 

【回答内容】 

体育協会の職員数は８名（正職員３名、非常勤職員２名、臨時職員３名）です。 

正職員・・・・事務職員３名（健康運動指導士１名含む） 

  非常勤職員・・事務局長１名、事務補助員１名（交付金対象９カ月分） 

  臨時職員・・・・受付２名（３名で交代勤務） 

  指定管理料では、７名分を対象としており、補助金では非常勤職員１名分を対象としています。 
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第５回 外部評価委員会の補助金等評価の補足説明 

 

≪太陽光発電システム設置事業補助金≫ 

Ｑ ： 設置費の１件当たりの平均金額はいくらか？ 

Ａ ： 平成２２年度の実績は次のとおりです。 

   申請件数 ３１件  補助件数３１件 

   最大出力値 2.2～5.66  １件平均 3.84 

   システム設置経費  73,913,824円   １件平均 2,384,316円 

   市の補助金額     4,506,000円   １件平均  145,354円(限度額150,000円)  

   国の補助金額     8,326,300円   １件平均  286,590円 

   個人負担額      61,081,524円   １件平均 1,970,371円 

 

≪老人クラブ活動支援事業補助金≫ 

Ｑ ： 老人クラブの会費は本人または町内会負担なのか？ 

Ａ ： 実態調査はしておりませんので分かりません。単位老人クラブに対して町内会や連合町内会

等で補助しているところも多数あります。 

 

≪交通安全運動推進委員会交付金≫ 

Ｑ ： 市の交通安全担当と交通安全運動推進委員会の仕事の内容は 

Ａ ： 事務分掌規則では、市民環境部市民課の事務分掌として 

   ・交通安全対策に関すること 

   ・北広島市交通安全運動推進委員会に関すること。 

   ・公共交通に関することとされております。 
 

○ 市民環境部市民課の交通安全では次の業務を行っております。 

・交通安全推進員(２名、非常勤職員)の設置、交通安全学童指導員（７名、非常勤職員）の設

置、交通安全指導員（２２名委嘱）の委嘱 

・交通安全推進員(２名、非常勤職員)の職務 

(1) 交通安全運動の推進についての調査研究、企画立案及び実践に関すること。 

(2) 交通安全実践組織の育成に関すること。 

(3) 交通安全学童指導員の育成及び交通安全指導員に関すること。 

(4) 関係行政機関及び団体との連絡調整に関すること。 

(5) 被害者の救済に関すること。 

(6) その他交通安全運動の推進に関すること。 

・交通安全学童指導員（７名、非常勤職員）の職務 

(1) 歩行者に対する正しい歩行の指導に関すること。 

(2) 幼児、学童及び老人等に対する安全な通行の保護誘導に関すること。 

(3) 自転車の安全な通行の指導に関すること。 

(4) その他交通安全運動への参加並びに交通安全思想の啓発及び普及に関すること。 

・交通安全指導員（２２名委嘱）の職務 

(1) 歩行者に対する正しい歩行の指導に関すること。 

(2) 幼児、学童及び老人等に対する安全な通行の保護誘導に関すること。 
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(3) 自転車の安全な通行の指導に関すること。 

(4) その他交通安全運動への参加並びに交通安全思想の啓発及び普及に関すること。 

・北広島市交通安全運動推進委員会に関すること（規約第１７条による事務局） 

  （事務局） 

第17条 この委員会の事務を処理するため、事務局を北広島市役所内交通所管課に置き、

事務局長を交通所管課長とする。 

2 事務局長は、会長の命を受け、規約第3条の規定に掲げる事業の事務を処理するほか、

次の事業及び事務を行うものとする。 

 (1) 事務局の運営及び管理に関すること。 

 (2) 予算及び決算に関すること。 
 

○ 交通安全運動推進委員会（会長は北広島市長） 

 交通道徳の向上と、交通事故防止のため市民運動を展開し、北広島市を真に明るい交通

安全の市とすることを目的とし、下記の事業を行っています。 

（1）交通安全運動推進のための企画立案 

（2）交通安全運動推進に必要な調査研究 

（3）交通安全運動雅進についての行政機関及び関係団体との連絡調整 

（4｝交通安全運動推進のための広報活動 

（5）実践組織の育成助長 

（6｝その他交通安全運動推進に必要な事業 

 


